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12006年10月９日「市民活動資料・情報センターをつくる会」設立総会が開催された。
同会の設立を中心となって呼びかけたのは，2002年３月に閉鎖された東京都の「市民活動サー
ビス・コーナー」の元職員たちだった。同コーナーは30年に渡って市民活動を支援する事業を展
開し，大量の市民活動資料を収集・保存・提供してきた。都は，同コーナー廃止と同時に，職員・
市民の反対をよそに，この資料を廃棄しようとした。
同コーナー閉鎖と同時に解雇されることになったり，有志の市民とともにNPO法人アンティ多摩
を設立した元職員たちは，それら大量の市民活動資料をダンボール500箱に梱包して保持し，その
保存・提供先を探し続けたが，見通しがたたなかった。そのような状況の中，これらの資料の引受
け先を探すという目前の課題と，他方で「市民活動資料」の収集・保存・提供公開活動の重要性に
共感し，ともに歩んでくれる仲間を組織化しようと試みたのだった（この経過は本特集の江頭論文
に詳しい）。
この設立総会に集ったメンバーの中から運営委員が10数名選出された。設立に向けた準備会か
ら参加していた者もいたが，初対面同士も多く，仕事も，研究・活動分野もまちまちだった。以来
この運営委員会が中心となって，時にメンバーの出入りを交えながら，梱包されたままの「市民活
動資料」をどうするかという当面の問題と，他方で，「市民活動資料」を生かしていく「センター」
のあり方とについて，さまざまな角度から話し合いが重ねられてきた。
大原社会問題研究所をはじめ，さまざまな資料センターを訪問し，その活動内容，運営方法につ
いても学んできた。「市民活動資料センター」のようなものの大事さを訴えつつ，その意味を考え
る学習会も重ねてきた。しかし大量の資料を引受ける組織は見つからず，いよいよ募金で資金を集
め，自前で，「市民活動資料・情報センター」を設立しようと歩みはじめた矢先，法政大学環境ア
ーカイブズに出会った。2012年秋，大量の市民活動資料は同アーカイブズに寄託されることにな
り，さらに同アーカイブズが大原社会問題研究所に移ったことで，これらの資料は同研究所に移管
されることになった。
「市民活動資料・情報センターをつくる会」はこれを契機に，一方で環境アーカイブズ（大原社
会問題研究所内）と連携し，「市民活動資料」の整理方法の研究も手掛けることになった。また他
方で，市民活動サービス・コーナー閉鎖後にNPO法人アンティ多摩が再開した，市民活動資料の収
集・保存・提供公開事業を引き継ぐ「市民活動資料・情報センター」を，すでにアンティ多摩が賃
借していた施設の改修を経て，2014年４月に正式に設立することになった。設立するセンターの
名称は「市民アーカイブ多摩」と決まり，「市民活動資料・情報センターをつくる会」の名称や組
織も，今後，改められる予定だ。
今号の特集は，「市民活動資料」のセンターをつくろうという，「市民活動資料・情報センターを
つくる会」を中心とする，この具体的な市民運動の歩みを踏まえながら，その中で改めて問い返さ
特集にあたって
【特集】市民活動・市民運動と市民活動資料，市民活動資料センター
れている「市民活動」「市民運動」の「資料」の意味・意義，そしてその資料を収集・提供する
「市民活動資料センター」の意味，あり方について，歴史研究，市民運動，社会教育，アーカイブ
ズ学，図書館学・資料館論という分野から論じ合うものとした。
執筆者はすべて，「市民活動資料・情報センターをつくる会」運営委員のメンバーである。
このテーマに係る学際的な研究の端緒となれば幸いである。
（荒井　容子）
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